
令和５年産麦に係る共同計算結果について 

 

 

１． 令和５年産麦の取り扱い概況 

令和５年産麦は、栽培期後半の高温多湿による生育への影響から、西日本を中心に作 

柄は「やや不良」となり、本県における収穫量は 943トンとなった。 

このうち、全農広島県本部が県内ＪＡから売渡委託を受けた県域共同計算対象麦は

627.673 トン（小麦：425.700トン、大麦・裸麦：201.973 トン）となり、全量販売を完了

した。 

これら売渡委託を受けた麦については、小麦の麺用途、大麦のウイスキー用途を中心に、

ほか主食用途、麦味噌用途など麦種毎に分けて全量販売を完了した。 

 

 単位：トン 

用途 小麦 

パン用 99.090 

麺用 326.610 

計 425.700 

 

用途 大粒大麦 小粒大麦 裸麦 計 

ウイスキー用 57.437 98.941  156.378 

主食用   7.020 7.020 

麦味噌用  38.575  38.575 

計 57.437 137.516 7.020 201.973 

 

 



２．５年産麦の集荷・販売実績

（１）集荷実績（ＪＡ別、銘柄別）

（単位：トン）

（２）販売実績（麦種・銘柄別、販売数量、販売金額）

（単位：トン、税込円）

小粒大麦 小計

小麦

大粒大麦

裸麦

小粒大麦

その他

小麦 小計

その他 0.000

ＪＡ名（ひろしま地域）

麦種・銘柄 小麦 大粒大麦

キヌヒメ ミナミノカオリ その他 その他

72.141

2.500

ひろしま 小計 326.610 94.980 1.530 0.000 62.875

627.673 29,034,501合計

大麦・裸麦 小計 201.973

7.020 154,724

7,689,733

2,801,147

137.516 4,999,927

その他 57.437 2,535,082

さやかぜ 137.516 2,198,780

57.437

ミナミノカオリ 97.560 5,237,693

その他 1.530 81,842

銘柄 販売数量 販売金額 備　　考

キヌヒメ 326.610 16,025,233

425.700 21,344,768

2.580

尾道市

合計 326.610 97.560 1.530

0.000 7.020 493.015

麦種

0.000 7.020137.516 627.673

129.578

2.500福山市

57.437

広島市 2.580

39.325

ひろしま（庄原） 5.400 5.400

ひろしま（三次） 0.750 38.575

81.820

ひろしま（広島北部） 137.160 70.110 1.530 212.000

57.270 3.450 21.100

3.200

ひろしま（広島中央） 132.180 15.270 7.020

合計
さやかぜ その他

ひろしま（三原）

154.470

裸麦小粒大麦

その他



３．共同計算における収入及び支出の費目（小麦）

（単位：税込円）

金額 ㌧当たり単価

21,344,768 50,140

595 1

21,345,363 50,142

4,392,098 10,317

3,160,466 7,424

384,340 903

847,292 1,990

359,851 845

6,983 16

668,459 1,570

127,710 300

540,749 1,270

5,427,391 12,749

15,917,972 37,392

15,859,010 37,254

58,962 139

販売数量 425.700トン

条件付契約麦の引取円滑化
対策金

生産翌年度以降の麦流通に係る一定数量を超える在庫数量を対象に支出する。

本精算後事業預り金残高（Ｅ）＝（Ｂ）－（Ｄ）

小計（Ｂ）

残高（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

最終精算額（Ｄ）

その他

国内産麦流通円滑化特別対策
事業生産者拠出金

品質評価上、規格外麦（ランクＥ）に位置付けられた対象の安定的流通に係る
拠出金。

需給調整経費 麦の需給調整に際し必要措置に対する経費。

県産米推進協議会等経費 県産麦推進協議会等に拠出する経費。

監査委員会費用 外部監査法人等による調査費用、共計監査委員会開催に係る費用を支出する。

全農手数料 全農による麦共同計算運営にかかる手数料。県本部運営委員会で審議決定。

生産・集荷・販売等に係る経費

ＪＡへの支出経費
共計に参加する生産者が負担する経費等をJAが立替払いした場合に共計からJA
に支出する経費。

広告宣伝費等経費 自県産麦の広告・宣伝に係る経費。

その他　生産・集荷・販売等
に係る経費

生産振興・集荷対策・販売促進等に係る共計で負担すべき経費。

集約保管等経費 全農広島県本部と輸送業者等が協議・決定した集約移動保管にかかる運賃。

その他　流通・保管等に係る
経費

保存手入費（燻蒸賃、薬品代、燻蒸に伴う倉移し費用）。

事故処理経費
事故の発生原因の帰属が特定できず、共計から支出することがやむを得ないと
判断される事故解決のための経費。

全農広島県本部とＪＡ、倉庫業者が協議・決定した保管料・入出庫料等を支出する。

保険料・補償料 麦の品質保全等に係る保険料・補償料。

運賃 麦の配送等にかかる運賃。

安全・安心等検査費用 ＤＯＮ検査、残留農薬等検査、品質評価分析等にかかる経費。

前年産共計からの繰入金、およびその他共計に受け入れることが適当な収入。
具体的取扱いは県本部運営委員会の審議を経て県本部長が決定する。

小計（Ａ）

支
　
　
　
　
　
出

概算金償還 概算金償還財源。原則、販売都度、販売代金のうち概算金相当額を償還する。

流通・保管等に係る経費

概算金金利等 概算金を借入れた際支払う金利。利率は全農本所の定めによる。

保管料・入出庫料等

収
　
入

項　　目 具体的内容・範囲等

販売代金 販売代金に係る共計財源。

受入金利 全農広島県本部預かり共計財源に対する金利。

国・行政等からの助成 助成金・交付金等（国・行政が要領等で定める金額）。

その他



３．共同計算における収入及び支出の費目（大麦、裸麦）

（単位：税込円）

金額 ㌧当たり単価

7,689,733 38,073

154 1

7,689,887 38,074

2,895,202 14,335

1,700,162 8,418

33,000 163

223,300 1,106

938,740 4,648

170,730 845

3,313 16

60,591 300

60,591 300

3,129,836 15,496

4,560,051 22,578

4,524,649 22,402

35,402 175

販売数量 201.973トン

小計（Ｂ）

残高（Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ）

最終精算額（Ｄ）

本精算後事業預り金残高（Ｅ）＝（Ｂ）－（Ｄ）

その他

国内産麦流通円滑化特別対策
事業生産者拠出金

品質評価上、規格外麦（ランクＥ）に位置付けられた対象の安定的流通に係る
拠出金。

条件付契約麦の引取円滑化
対策金

生産翌年度以降の麦流通に係る一定数量を超える在庫数量を対象に支出する。

需給調整経費 麦の需給調整に際し必要措置に対する経費。

県産米推進協議会等経費 県産麦推進協議会等に拠出する経費。

監査委員会費用 外部監査法人等による調査費用、共計監査委員会開催に係る費用を支出する。

全農手数料 全農による麦共同計算運営にかかる手数料。県本部運営委員会で審議決定。

生産・集荷・販売等に係る経費

ＪＡへの支出経費
共計に参加する生産者が負担する経費等をJAが立替払いした場合に共計からJA
に支出する経費。

広告宣伝費等経費 自県産麦の広告・宣伝に係る経費。

その他　生産・集荷・販売等
に係る経費

生産振興・集荷対策・販売促進等に係る共計で負担すべき経費。

集約保管等経費 全農広島県本部と輸送業者等が協議・決定した集約移動保管にかかる運賃。

その他　流通・保管等に係る
経費

保存手入費（燻蒸賃、薬品代、燻蒸に伴う倉移し費用）。

事故処理経費
事故の発生原因の帰属が特定できず、共計から支出することがやむを得ないと
判断される事故解決のための経費。

全農広島県本部とＪＡ、倉庫業者が協議・決定した保管料・入出庫料等を支出する。

保険料・補償料 麦の品質保全等に係る保険料・補償料。

運賃 麦の配送等にかかる運賃。

安全・安心等検査費用 残留農薬等検査、品質評価分析等にかかる経費。

前年産共計からの繰入金、およびその他共計に受け入れることが適当な収入。
具体的取扱いは県本部運営委員会の審議を経て県本部長が決定する。

小計（Ａ）

支
　
　
　
　
　
出

概算金償還 概算金償還財源。原則、販売都度、販売代金のうち概算金相当額を償還する。

流通・保管等に係る経費

概算金金利等 概算金を借入れた際支払う金利。利率は全農本所の定めによる。

保管料・入出庫料等

収
　
入

項　　目 具体的内容・範囲等

販売代金 販売代金に係る共計財源。

受入金利 全農広島県本部預かり共計財源に対する金利。

国・行政等からの助成 助成金・交付金等（国・行政が要領等で定める金額）。

その他



４．共同計算に係る収支決算（麦種・銘柄別トン当たり収支決算）

（１）小麦

（単位：税込円／トン）

流通・保管等に係る経費

生産・集荷・販売等に係る経費

その他

注１：ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。
注２：価格は全等級加重平均。

1,570

139本精算後事業預り金残高 148 105 77

麦種・銘柄
小麦

10,317 10,317 10,317

小麦合計
（加重平均）

10,317

50,142

支
　
　
　
　
　
　
　
出
　
（
　
販
　
売
　
経
　
費
　
）

概算金償還

1,270

1,570 1,570

300 300

条件付契約麦の引取円滑化対策金 1,270 1,270 1,270

本精算額　 36,169 40,834 40,667 37,254

小計（Ｂ） 12,749 12,749 12,749 12,749

監査委員会費用 16 16 16 16

300

1,570

国内産麦流通円滑化特別対策事業生産者拠出金 300

需給調整経費

県産米推進協議会等経費

その他　生産・集荷・販売等に係る経費

広告宣伝費等経費

全農手数料 845 845 845

事故処理経費

845

903

運賃

その他　流通・保管等に係る経費

安全・安心等検査費用 903 903 903

集約保管等経費 1,990 1,990 1,990 1,990

概算金金利等

7,424

ＪＡへの支出経費

7,424 7,424

保険料・補償料

7,424

49,066 53,688 53,493

保管料・入出庫料等

その他

50,140

受入金利 1 1 1 1
収
　
入

販売代金 49,065 53,687 53,492

国・行政等からの助成

小計（Ａ） 

販売数量（トン） 326.610 97.560 1.530 425.700

区
　
分

制度

地域 県域 県域 県域

民間流通麦

包装 全種類 全種類 全種類 全種類

県域

キヌヒメ ミナミノカオリ その他

民間流通麦 民間流通麦 民間流通麦



４．共同計算に係る収支決算（麦種・銘柄別トン当たり収支決算）

（２）大麦、裸麦

（単位：税込円／トン）

流通・保管等に係る経費

生産・集荷・販売等に係る経費

その他

注１：ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。
注２：価格は全等級加重平均。

小粒大麦 裸麦

その他 さやかぜ その他 その他

区
　
分

制度 民間流通麦民間流通麦

麦種・銘柄
大麦・裸麦合計
（加重平均）

大粒大麦

民間流通麦 民間流通麦 民間流通麦

包装 全種類全種類 全種類 全種類 全種類

地域 県域県域 県域 県域

収
　
入

販売代金 38,073

県域

販売数量（トン） 201.97357.437 65.375 72.141 7.020

44,137 33,633 38,829 22,040

受入金利 11 1 1 1

国・行政等からの助成

その他

小計（Ａ） 38,07444,138 33,634 38,830 22,041

14,33514,335 14,335 14,335 14,335

概算金金利等

運賃

保管料・入出庫料等 8,4188,418 8,418 8,418 8,418

保険料・補償料

163163 163 163 163

安全・安心等検査費用 1,1061,106 1,106 1,106 1,106

集約保管等経費 4,6484,648 4,648 4,648 4,648

その他　流通・保管等に係る経費

事故処理経費

全農手数料 845845 845 845 845

ＪＡへの支出経費

広告宣伝費等経費

その他　生産・集荷・販売等に係る経費

県産米推進協議会等経費

需給調整経費

監査委員会費用 1616 16 16 16

300300 300 300 300

300 300 300 300国内産麦流通円滑化特別対策事業生産者拠出金 300

15,496 15,496 15,496 15,496

条件付契約麦の引取円滑化対策金

本精算額　 22,40228,461 18,000 23,131

支
　
　
　
　
　
　
　
出
　
（

　
販
　
売
　
経
　
費
　
）

概算金償還

6,333

小計（Ｂ） 15,496

本精算後事業預り金残高 175181 138 203 212



５．共同計算結果の銘柄別概要

（単位：円／トン）

注１：ラウンドの関係で計と内訳が一致しない場合がある。

注２：価格は全等級加重平均。

６．共同計算に係る本精算実施日

７．広告宣伝費

（単位：税込円、％）

８．監査結果報告

９．流通経費について

77 181 138 203 212

1 1

38,830 22,041

40,667

1 1

合計収入額　　　　　　⑤＝③＋④ 49,066 53,688 53,493 44,138 33,634

裸麦

麦種・銘柄名

小麦 小粒大麦

　広島県産民間流通麦共同計算監査委員会設置要領第３条（３）に基づき、共同計算の実施
内容について監査を行ったところ、その内容は適正であることを確認した。

大粒大麦

集荷数量一俵当たりの広告宣伝費財源 0

備　　考

販売代金に占める広告宣伝費等の割合 0

最終精算実施日 令和6年12月13日

５年産

148差引　　　　　　　　　⑧ 105

ＪＡへの本精算　　　　⑦ 36,169 40,834 23,131 6,33328,461 18,000

販売経費（控除費用）  ⑥ 12,749 12,749 12,749 15,496 15,49615,496 15,496

税込金額　　　　　　  ③＝①＋② 49,065 53,687 53,492

その他収入額　　　　　④ 1 1 1

38,829 22,04044,137 33,633

消費税　　　　　　　　② 3,634 3,977 3,962 2,876 1,633

ミナミノカオリ

3,269 2,491

精算単価　　　　　　　①
（平均販売単価）

45,431 49,710 49,530

その他 その他

35,953 20,407

　流通経費の削減に努めてまいりましたが、上限見通し額と比較して、以下の項目が計画を上回る結果とな
りました。

（小麦）
■集約保管等経費
　当年産の販売期間において、国産小麦の作柄は全国でやや不良となった一方、外国産小麦が豊作となり、
政府売渡価格が下落したことで外国産を優先使用する情勢となりました。そのため、播種前契約数量超過分
は新規県外販売を進めることとなり、全量販売に向け集約移動保管を進めたことに起因し、当該費目が当初
上限見通しを990円/トン上回る結果となりました。

■その他（条件付契約麦の引取円滑化対策金）
　上述の需給動向から販売進度が低下し、当該費目が当初上限見通しを270円/トン上回る結果となりまし
た。

（大麦・裸麦）
■運賃
　新規取引先への販売のため、試行的に商品を輸送したことから、当初上限設定にない当該費目につき経費
が発生し、163円/トン計上しました。

その他その他 さやかぜ

40,868 31,142

キヌヒメ


